
別記様式（第７条関係） 

議 会 報 告 会 実 施 報 告 書  

 

開催日時 平成２９年１１月１０日（金） １９時００分 ～ ２０時５０分 

開催場所  四中地区公民館集会室 

出席議員 

司会者 篠塚昌毅 

報告者 

総務市民委員会（今野貴子） 

文教厚生委員会（塚原圭二） 

産業建設委員会（竹内 裕，矢口 清） 

記録者 勝田達也 

 総務市民委員会（５名） 

 篠塚昌毅，今野貴子，久松猛，海老原一郎，平石勝司 

文教厚生委員会（６名） 

 栁澤 明，井上圭一，福田一夫，荒井 武，下村壽郎， 

塚原圭二 

産業建設委員会（８名） 

 吉田千鶴子，勝田達也，内田卓男，竹内 裕，川原場明朗， 

寺内 充，矢口 清，小坂 博 

参加人数 １４名 

実施内容 

 

１．議会からの報告 

（１）総務市民委員会 

①空き家等の適正管理に関する条例の全部改正について 

②シティプロモーション推進事業について 

③魅力あるまちづくりについて（行政視察報告）   

 

（２）文教厚生委員会 

①アルカス土浦(新図書館、市民ギャラリー)の概要について  

②岡山県奈義町の合計特殊出生率 2.81の取組みについて（行政視察報告） 

 

（３）産業建設委員会 

①産業建設委員会９月議会議案内容について  

②土浦駅北地区市街地再開発事業について 

③常名虫掛線街路事業について 

   ④真鍋神林線延伸道路整備事業について 

 

２．市民との意見交換 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な意見 

・提言等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（意見(提言)の要旨を記載） 

 

Ｑ：市民からの意見・提言等 

Ａ：議会の回答 

 

１．飲酒運転について 

Ｑ 飲酒運転は過失ではなく故意である。市職員、議員は市民の模範とな

るべき。飲酒量での処分の差はおかしい。処分が甘いのではないか。 

 

Ａ 議員は飲酒運転根絶運動に参加していて，飲酒運転は絶対にやらない

のが当然のことで徹底している。市の職員も研修を行い，飲酒運転は絶

対にやらないとしている。 

（職員の飲酒運転根絶については，市長に強く要望する。） 

 

 

２．たばこのポイ捨てについて 

Ｑ 土浦の駅前をみんなできれいにする意味を込めて，たばこのポイ捨て

禁止条例を制定して欲しい。 

 

Ａ 文教厚生委員会で，受動喫煙防止条例について検討をしていく。 

 

 

３．空き家問題対策について 

Ｑ１ 空き家問題の数は，一般住宅なのか，集合住宅も含まれるのか。 

 

Ａ１ 空き家の数については，基本的には個人住宅の空き家が対象となっ

ている。 

 

Ｑ２ 空き家を利用して地域に密着した地域包括センター等の「たまり場」

を作ってはどうか。 

 

Ａ２ 空き家の有効利用については，空き家バンクの検討などの提言をし

ている。地域包括センターでの利用についても検討していく。 

 

 

４．町内会の活性化について 

Ｑ 議会ではどのように町内会を活性化させる働きかけをしているのか。 

 

Ａ 町内会の役員の高齢化が進んでいる中，地域によっては若い世代の人

たちが役員になり活躍している町内会や，婦人会，高齢者クラブ，育成



 

平成２９年１１月２２日 

 

土浦市議会議長 海老原 一郎  様 

 

土浦市議会議会報告会実施要項第９条第１項の規定により提出します。 

 

土浦市議会広報広聴委員会 委員長 川原場 明朗  

 

 

 

 

 

 

 

 

主な意見 

・提言等 

 

 

 

 

 

 

 

 

会などと連携をして積極的に活動をされている町内会もあると思う。 

地区長連合会など，他の区長との交流も大切にして，工夫をしていた

だきながら，お互いに研究をしていきたい。 

 

 

５．新図書館の駐車場について 

Ｑ 図書館での講座などで２時間を超えた場合の駐車場の無料化について

伺う。 

 

Ａ アルカスの駐車場と駅西駐車場は２時間まで無料，駅東駐車場は３時

間まで無料となっている。時間を十分考えた上で駐車して欲しい。 

 

 

６．ごみの有料化について 

Ｑ 財政赤字が増えたためにごみ袋が有料化される。一般市民にとり負担

が増える。赤字が福祉にしわ寄せされないようにして欲しい。 

 

Ａ 赤字だからごみ袋を有料化するのではなく，ごみの減量のために市民

の皆様にお願いしていることなのでご理解ください。 

 

そ の 他 

特記事項 

 


